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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
妖
怪
達
来
る
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
８
９
０
Ｆ

【
作
者
名
】

　
屍
斗
゛

【
あ
ら
す
じ
】

　
古
く
か
ら
ボ
ン
ゴ
レ
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
ボ
ン
ゴ
レ
裏
暗
殺
部
隊
・
・
・
・

そ
の
者
は
す
べ
て
・
・
人
間
で
は
な
い
・
・
そ
ん
な
者
達
が
日
本
に
い
る
、
ボ

ン
ゴ
レ
１
０
代
目
、
沢
田
綱
吉
の
元
へ
や
っ
て
き
て
・
・
！
？
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日
本
へ
来
た
理
由
来
る
！

ボ
ン
ゴ
レ
裏
暗
殺
部
隊
・
・

そ
れ
は
、
極
秘
扱
い
の
部
隊
、

そ
こ
に
所
属
す
る
者
は
、
人
間
で
は
な
い
・
・
人
間
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
い

そ
こ
に
所
属
で
き
る
者
は
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
妖
怪
の
み

そ
し
て
・
・
・
薄
暗
い
部
屋

あ
た
り
に
は
血
の
匂
い
が
ぷ
ん
ぷ
ん
し
て
い
る
・
・
・

も
ち
ろ
ん
、
血
痕
や
・
・
・
飛
び
散
っ
た
血
の
跡
も
あ
る
・
・

そ
し
て
・
・
・
そ
ん
な
部
屋
に
一
人
の
女
・
・
・
・
い
や
男
が
居
る

彼
の
名
は
レ
イ
・
ク
ロ
ー
ド
・
・
・
だ
が
、
こ
れ
は
過
去
の
名
、
今
は
フ
ァ
ン

ト
ム
と
い
う
名
だ
、

彼
が
こ
の
部
屋
に
い
る
の
は
・
・
・

捕
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ

目
に
は
目
隠
し
を
さ
れ
、
手
足
は
手
錠
と
鎖
で
縛
ら
れ
、
そ
の
上
か
ら
さ
ら
に

ロ
ー
プ
で
巻
き
、
口
は
ガ
ム
テ
ー
プ
で
ふ
さ
が
れ
て
い
る
・
・
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だ
が
、
す
で
に
口
に
貼
ら
れ
た
ガ
ム
テ
ー
プ
に
は
無
数
の
穴
が
あ
い
て
い
た

そ
し
て
・
・
頑
丈
そ
う
な
檻
に
も
入
れ
ら
れ
て
い
る
・
・
・
鍵
も
厳
重
に
簡
単

に
は
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
何
重
に
も
な
っ
て
い
る

何
故
こ
こ
ま
で
も
厳
重
か
と
い
う
と
・
・
・
・

彼
は
人
間
で
は
な
い
生
物
だ
か
ら
・
・
・
・
・
彼
は
不
死
身
の
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
、

普
通
な
ら
こ
ん
な
風
に
捕
ま
る
は
ず
も
な
い
・
・
・
だ
が
、
彼
は
あ
る
人
物
の

た
め
に
捕
ま
っ
た

ボ
ン
ゴ
レ
１
世
の
命
の
た
め
に
・
・
・

彼
は
、
ボ
ン
ゴ
レ
に
属
し
な
が
ら
も
・
・
殺
し
屋
と
し
て
も
働
い
て
い
た
、

そ
し
て
・
・
彼
の
元
へ
ボ
ン
ゴ
レ
１
世
の
暗
殺
依
頼
が
来
た
・
・
・

だ
が
、
彼
に
は
殺
せ
な
い
・
・
・

ボ
ン
ゴ
レ
１
世
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
る
彼
は
・
・
絶
対
に
、

そ
の
た
め
、
彼
は
、
暗
殺
依
頼
を
断
り
・
・
逆
恨
み
さ
れ
・
・
捕
ま
っ
た
、

彼
の
妖
力
が
一
番
下
が
る
日
に
・
・
・
・
そ
れ
は
１
０
月
３
１
日
、

彼
の
命
日
だ
・
・
・
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・
・
・
・
・
ガ
チ
ャ
ッ
・
・

部
屋
の
ド
ア
が
開
く
・
・
・
こ
の
部
屋
に
は
普
段
監
視
の
者
も
誰
一
人
こ
な
い
・

・（
・
・
誰
だ
・
・
？
）

ド
ア
が
開
き
、
か
な
り
の
速
さ
で
、
フ
ァ
ン
ト
ム
が
捕
ま
っ
て
る
檻
の
元
へ
来

た
よ
う
だ

（
・
・
こ
の
靴
の
音
・
・
・
聞
き
覚
え
が
・
・
）

・
・
・
・
・
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ッ

檻
の
鍵
が
は
ず
さ
れ
て
る
・
・
？

・
・
・
バ
キ
ッ
・
・
ド
ガ
ッ
・
・

外
さ
れ
て
い
る
・
・
と
い
う
よ
り
、
檻
を
破
壊
し
て
い
る
よ
う
だ
・
・

（
・
・
こ
の
気
の
短
さ
・
・
・
あ
い
つ
か
・
・
）

そ
し
て
、
口
の
ガ
ム
テ
ー
プ
と
、
目
隠
し
が
外
さ
れ
、

「
フ
ァ
ン
ト
ム
、
遅
れ
て
ご
め
ん
な
・
・
」

フ
ァ
ン
ト
ム
を
助
け
に
来
た
の
は
、
金
髪
で
、
真
っ
赤
な
瞳
の
男

名
は
ナ
イ
ト
・
メ
ア

「
・
・
無
駄
口
叩
い
て
る
前
に
鎖
と
か
手
錠
外
せ
」

軽
く
い
ら
だ
ち
な
が
ら
フ
ァ
ン
ト
ム
が
言
う
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「
わ
ー
っ
た
か
ら
、
」

ジ
ャ
ラ
ッ
・
・
・
バ
リ
ン
ッ

ナ
イ
ト
が
足
に
巻
か
れ
た
鎖
と
手
錠
を
外
し
だ
す
・
・

・
・
だ
が
、
や
は
り
破
壊
し
た
、

「
も
う
少
し
ま
と
も
に
は
ず
せ
や
ッ
！
」

足
が
自
由
に
な
っ
た
と
た
ん
フ
ァ
ン
ト
ム
は

足
で
手
に
巻
か
れ
て
い
る
鎖
や
手
錠
を
蹴
る

「
・
・
く
、
砕
け
た
・
・
；
；
；
」

「
足
さ
え
自
由
に
な
り
ゃ
こ
っ
ち
の
も
ん
だ
」

フ
ァ
ン
ト
ム
は
い
と
も
簡
単
に
、
手
錠
や
鎖
を
粉
砕
し
た
よ
う
だ
・
・

「
ま
ぁ
・
・
そ
ー
だ
け
ど
さ
・
・
」

「
で
さ
・
・
今
、
西
暦
何
年
？
」

フ
ァ
ン
ト
ム
が
そ
れ
を
聞
い
た
と
た
ん
・
・
ナ
イ
ト
が
口
を
閉
じ
る

「
・
・
・
・
」

「
・
・
何
故
言
わ
な
い
ん
だ
？
」

「
・
・
今
は
２
０
０
８
年
・
・
４
月
１
日
で
す
」

そ
の
言
葉
に
フ
ァ
ン
ト
ム
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
、

彼
が
捕
ま
っ
た
の
は
１
４
０
０
年
代
ぐ
ら
い
な
ほ
ど
、

約
６
０
０
年
も
の
間
捕
ま
っ
て
い
た
な
ど
、
信
じ
た
く
も
な
か
っ
た
・
・
ボ
ン

ゴ
レ
１
世
が
居
な
い
こ
と
も
、
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「
・
・
・
・
・
そ
う
か
・
・
」

一
応
・
・
冷
静
な
よ
う
に
振
舞
う

「
は
い
・
・
、
で
も
一
応
は
ボ
ン
ゴ
レ
に
所
属
し
て
る
ぜ
？
？
、
そ
ん
な
に
落

ち
込
む
な
よ
・
・
な
？
」

「
・
・
・
・
・
そ
う
か
・
・
」

い
く
ら
ナ
イ
ト
が
言
お
う
と
も
、
フ
ァ
ン
ト
ム
は
同
じ
言
葉
し
か
言
わ
な
い

「
あ
、
そ
う
だ
、
９
代
目
か
ら
な
ん
だ
が
、
今
日
中
に
、
日
本
へ
飛
ぶ
ぜ
？
？
」

ナ
イ
ト
が
ふ
と
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
言
う

「
・
・
何
故
、
日
本
へ
行
か
ね
ぇ
と
な
ん
ね
ぇ
ん
だ
？
」

「
日
本
に
、
ボ
ン
ゴ
レ
１
世
の
血
を
引
く
、
ボ
ン
ゴ
レ
１
０
代
目
・
・
沢
田
綱

吉
が
居
る
か
ら
だ
」

「
・
・
・
わ
か
っ
た
」

（
・
・
１
世
の
血
縁
者
・
・
？
・
・
・
・
）

こ
う
し
て
・
・
二
人
は
日
本
へ
と
旅
立
っ
た
、

ボ
ン
ゴ
レ
１
０
代
目
沢
田
綱
吉
に
会
う
た
め
だ
け
に
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

妖怪達来る！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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